
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 0 5 9 16 6 6 3 2 3 5 3 1 0 0
9 * 2 5 1 3 0 0 0 0 5 5 2 2 0 0
21 * 4 9 4 4 0 1 0 1 12 13 1 4 3 0
34 * 0 0 6 8 0 1 1 3 3 6 1 0 0 0
74 * 2 6 5 10 1 2 1 1 3 4 3 1 0 0
7 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
10 0 0 0 0 1 0 0 1 0第一ピリオド、神戸大学1－3－1のゾーンで始まり甲南大学は攻めあぐんでいる。一方、甲南大学はマンツーマンで神戸大学は個人技で攻めているがなかなか厳しい。両者均等している。神戸大#5幸内の3Pを起点に流れに乗り始める。甲南大はフリースローなど地道に得点を重ね、徐々に点を重ねる。また、ピリオド終盤に甲南大の激しいディフェンスから得点を重ね、13－18で第一ピリオド終了。第二ピリオド、甲南大が速攻で流れをつかもうとするがチャージングをとり、流れを渡さず得点を重ねる。神戸大は1－1－3のゾーンにかえ流れを変えるが、甲南大#74山本が3Pを決め、リバウンドからのシュートを決める。#34福島のスティールからの速攻を決め、甲南大がたまらずタイムアウトを取る。そのあとも3Pや粘り強くリバウンドを取り流れつかみ32－41で神戸大が9点リードして前半を折り返した。第三ピリオド、甲南大はハーフコートから厳しいディフェンスから連続得点や粘り強いリバウンドで流れをつかみ逆転に成功する。一方、神戸大は甲南大のディフェンスにつかまりなかなか得点できない。第二ピリオド終盤で両者の連続３Pなどがあり、激しい点の入れ合いになるが甲南大がそれを振り切り60－66で第三ピリオドを終了する。第四ピリオド、神戸大#46北野のシュートからゲームが始まる。しかし、甲南大は激しいマンツーマンで流れに押せない。逆にそこからの速攻が決まり流れにのったところで神戸大がタイムアウトを取った。甲南大#21山下の3Pが入り、16点差となったところで神戸大学タイムアウト。2－2‐1のプレスをかけるが難なく突破。そのまま甲南大の流れは変わらないまま68－93で甲南大の勝利。0 1 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 1 2 4 0 0 2 0 3 3 3 1 1 0
7 * 3 8 0 4 1 2 1 0 3 3 0 3 0 0
15 * 0 1 7 13 0 0 2 4 2 6 1 0 0 0
17 * 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
43 * 0 1 2 5 2 2 1 2 2 4 1 1 1 1
5 0 4 9 1 11 0 0 2 2 4 6 1 1 0 0
18 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
34 0 0 1 4 7 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0
46 0 0 1 5 8 1 2 1 5 1 6 3 0 0 0
0 0 - - - - - - - - - - - - - -
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Team / Coach:
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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戦評
第一ピリオド、神戸大学1－3－1のゾーンで始まり甲南大学は攻めあぐんでいる。一方、甲南大学はマンツーマンで
神戸大学は個人技で攻めているがなかなか厳しい。両者均等している。神戸大#5幸内の3Pを起点に流れに乗り始
める。甲南大はフリースローなど地道に得点を重ね、徐々に点を重ねる。また、ピリオド終盤に甲南大の激しいディ
フェンスから得点を重ね、13－18で第一ピリオド終了。第二ピリオド、甲南大が速攻で流れをつかもうとするがチャー
ジングをとり、流れを渡さず得点を重ねる。神戸大は1－1－3のゾーンにかえ流れを変えるが、甲南大#74山本が3P
を決め、リバウンドからのシュートを決める。#34福島のスティールからの速攻を決め、甲南大がたまらずタイムアウト
を取る。そのあとも3Pや粘り強くリバウンドを取り流れつかみ32－41で神戸大が9点リードして前半を折り返した。第
三ピリオド、甲南大はハーフコートから厳しいディフェンスから連続得点や粘り強いリバウンドで流れをつかみ逆転に
成功する。一方、神戸大は甲南大のディフェンスにつかまりなかなか得点できない。第二ピリオド終盤で両者の連続
３Pなどがあり、激しい点の入れ合いになるが甲南大がそれを振り切り60－66で第三ピリオドを終了する。第四ピリオ
ド、神戸大#46北野のシュートからゲームが始まる。しかし、甲南大は激しいマンツーマンで流れに押せない。逆に
そこからの速攻が決まり流れにのったところで神戸大がタイムアウトを取った。甲南大#21山下の3Pが入り、16点差と
なったところで神戸大学タイムアウト。2－2‐1のプレスをかけるが難なく突破。そのまま甲南大の流れは変わらないま
ま68－93で甲南大の勝利。
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